	

5年生以上  課題文④

	   바람의 빛깔

[bookmark: _top]사람들만이 생각할 수 있다.
그렇게 말하지는 마세요.
나무와 바위 작은 새들조차
세상을 느낄 수가 있어요.


자기와 다른 모습 가졌다고
무시하려고 하지 말아요.
그대 마음의 문을 활짝 열면
온 세상이 아름답게 보여요.


달을 보고 우는 늑대 울음소리는
뭘 말하려는 건지 아나요.
그 한적 깊은 산속 숲 소리와
바람의 빛깔이 뭔지 아나요.


바람의 아름다운 저 빛깔을
얼마나 크게 될지 나무를 베면
알 수가 없죠.
서로 다른 피부색을 지녔다 해도
그것은 중요한 게 아니죠.


바람이 보여주는 빛을 볼 수 있는
바로 그런 눈이 필요한 거죠.
아름다운 빛의 세상을 함께 본다면
우리는 하나가 될 수 있어요.
출처 : 포카혼타스 주제가 <바람의 빛깔> 일부 발췌/  스티븐 슈왈츠 작사


カラー・オブ・ザ・ウィンド

人間 (にんげん)だけが考えられる (かん　　　　　　)。
そう言わないで (い　　　　)ください。
木 (き)も岩 (いわ)も小さい (ちい　　　)鳥 (とり)さえも
世界 (せかい)を感じる (かん　　　　)ことができます。

自分 (じぶん)と違う (ちが　)姿 (すがた)だからと言って (い　　)
無視 (むし)しないでください。
あなたが心 (こころ)の扉 (とびら)を開ける (あ　　)と
世界中 (せかいじゅう)が美しく (うつく　　　　)見えます (み　　　)。

月 (つき)を見て (み　)泣く (な　)オオカミの鳴き (な　)声 (ごえ)は
何 (なに)を言おう (い　　)としているのか分かります (わ　　　　)か？
あのひっそりとした深い (ふか　)山中 (さんちゅう)の森 (もり)の音 (おと)と
風 (かぜ)の光 (ひかり)は何 (なに)か分かります (わ　　　　)か？

あの美しい (うつく　　　　　)風 (かぜ)の光 (ひかり)が
どこまで大きく (おお　　　　)なるか木 (き)を切って (き　　)みないと
分かりません (わ　　　　　)。
お互い (　たが　)違う (ちが　)肌色 (はだいろ)でも
それは些細 (ささい)なことです。

風 (かぜ)が見せて (み　　)くれる光 (ひかり)を見れる (み　　)
そういう目 (め)がまさに必要 (ひつよう)です。
美しい (うつく　　　　　)光 (ひかり)の世界 (せかい)を一緒 (いっしょ)に見る (み　)ことで
私たち (わたし　　　　　)は一つ (ひと　　)になれます。

引用 : ポカホンタス主題歌<カラー・オブ・ザ・ウィンド> 一部抜粋/スティーヴン・シュワルツ作詞
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